
IFCAA 2022 国際消防救助隊合同訓練

入場無料

国際消防・防災展

令和4年6月6 ～日 月 8日 水 会  場 パシフィコ横浜会議センター
横浜市西区みなとみらい1-1-1

会  場 神明台処分地令和4年6月7日 火

令和4年6月8 ～日 水 9日 木

会  場

第32回アジア消防長協会（IFCAA）総会
第74回全国消防長会総会

YOKOHAMA
IFCAA 2022

The future of fire and disaster prevention post-COVID-19
「次世代へ～アフターコロナの消防・防災」

（一般公開はいたしません）

パシフィコ横浜展示ホールA・屋外円形プラザ
<メイン会場>

横浜市西区みなとみらい1-1-1

横浜市泉区池の谷3949-1

沢渡中央公園（横浜市民防災センター前）
<サテライト会場>

横浜市神奈川区沢渡4-1



IFCAA 2022 YOKOHAMA 実行委員会事務局
〒240-0001   横浜市保土ケ谷区川辺町 2-9
E-mail :sy-ifcaa2022@city.yokohama.jp

お問い合わせ

Website:https://ifcaa2022yokohama.com
TEL横浜市消防局 : 045-334-6483 FAX: 045-334-6517

■ アジア消防長協会（International Fire Chiefs' Association of Asia  略称：IFCAA／イフカ）

■ 国際消防・防災展■ IFCAA 2022 国際消防救助隊合同訓練

■  IFCAA 2022 YOKOHAMA

■  開催テーマ   次世代へ～アフターコロナの消防・防災　

■ 会員国・地域 （19カ国3地域）

IFCAA 2022 YOKOHAMAの概要

アジア消防長協会の概要
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パシフィコ横浜直通リムジンバス 

（「パシフィコ横浜」行きは約110分）

（みなとみらい線直通）

（みなとみらい線直通）

（「横浜駅東口」から「ぷかりさん橋」まで）
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■ 東京駅より

■ 渋谷駅より

■ 新宿駅より

約40分

JR成田エクスプレス 約90分

京浜急行 約24分 タクシー 約10分

シーバス 約10分

約17分

約3分

リムジンバス 約30分

リムジンバス 約90分

JR東海道線 約25分

JR横須賀線 約30分

JR横浜線 約17分

東急東横線 約30分

約15分

約12分

約12分

JR横浜線 約3分

約5分

JR東海道線・横須賀線を利用、横浜駅にてみなとみらい線に乗り換え、
みなとみらい駅下車（33分）

東急東横線（特急）利用（みなとみらい線直通）、みなとみらい駅下車（35分）

JR湘南新宿ラインを利用、横浜駅にてみなとみらい線に乗り換え、
みなとみらい駅下車（38分）

■ 成田国際空港より約100分

リムジンバスで
パシフィコ横浜行き直通リムジンバスを利用（110分）
YCAT（横浜駅）行きリムジンバスを利用、横浜駅で乗り換え（100分）

電車で
JR成田エクスプレスを利用し、横浜駅でみなとみらい線に乗り換え、 
みなとみらい駅下車（100分）

タクシーで

■ 東京国際空港（羽田）より約30分

電車で
京浜急行（快速特急）逗子方面行きを利用し横浜駅下車、
みなとみらい線に乗り換え、 みなとみらい駅下車（32分）

首都高速を利用して、20分

リムジンバスで
パシフィコ横浜行き直通リムジンバスを利用（40分）
YCAT（横浜）行きリムジンバスを利用、横浜駅で乗り換え（40分）

＊ご利用ターミナル、ご利用施設、道路状況により、実際の所要時間は異なります。乗換時間は含まれておりません。

菊名駅

交通

　アジア消防長協会とは、アジア・オセアニア各国の消防長が国際的に融和協調して、人の生命、財産等を火災から保護する技術及び手段の研究を
促進させると共に、消防情報を交換し、アジア地域における消防の全般的発展に資することを目的として、1960年に設立された国際組織です。現在、
アジア・オセアニア地域（19カ国3地域）の消防機関が加盟しています。

　最新の消防・救助・救急資器材、消防防災システム、防災用品などを国内
外の消防関係者や来場された市民の方々へ広く紹介し、最先端の知識、
技術の交流を図るとともに、日常生活における災害への備えにつなげる
ことを目的に開催し、横浜から新たな防火・防災力を発信します。

近年アジア地域等で頻発している地震・津波・洪水などの大規模自然災害
に対し、被災地に派遣された消防隊が、迅速に救助活動できるよう、各国
間の連携強化及び救助技術レベルの向上を図るためのワークショップ等を
開催します。

　令和４年６月、横浜市において開催予定の「IFCAA 2022 YOKOHAMA」は、「第32回アジア消防長協会(IFCAA)総会」、「第74回全国消防長会総会」のほか、
「国際消防・防災展」や「IFCAA 2022 国際消防救助隊合同訓練」を含む大規模な国際イベントとなります。「IFCAA 2022 YOKOHAMA」は、これら会議や
イベントの総称で、横浜市でのIFCAA 総会の開催は初めてとなります。

　世界中が新型コロナウイルスの影響を強く受け、消防・防災機関の在り方・ニーズも常に変化しています。災害リスクの変化に対応できるよう、各国、地域の
消防関係者が集い、災害対応等の知識及び技術を共有し、相互協力の連携体制を築くことで、各国、地域の消防・防災力を発展させ、次世代へつなげることを
目指します。


